
令和 8 年度 第 1回地域連携推進会議 会議録 

 

 期日：令和 8年 ５月２７日（水）１４：００～１５：００ 

 場所：第二白浜学園 花の花 

参加者：十屋幸平委員・中野恭子委員・吉野千草委員・重石隆義委員・甲

増本由貴子委員・甲斐里実委員 

  職員：小林理事長・山口事務長・黒木施設長・矢野施設長・筒井サビ管 

     黒木和サビ管・佐島サビ管 

  欠席：日高哲也委員・那須久司委員・黒木康彦委員・梅田大介委員 

 

開会の挨拶 

• 令和 8年度第 1回地域連携推進会議の開会が宣言された。 

• 理事長の小林より、白浜学園は依然として人手不足であり、近隣の病

院ではミャンマーからの外国人労働者を受け入れていること、今後、

外国人材の受け入れが必要になってくる。 

• 就労移行支援事業は定員 6名の維持が困難なものの、就労者も出てお

り、明星視覚支援学校、しろやま支援学校などから実習生を受け入れ

ている。 

• 白浜学園本体は生活介護が中心業務となっており、職員の意欲維持が

課題である。 

• 地域連携推進会議を継続し、参加者の知見や人脈を活用していきたい

と考えている。 

 

参加者の自己紹介 

• 昨年度も実施している会議のため、自己紹介は一部の職員のみで行わ

れた。 

o 筒井裕子：グループホーム（ケアホーム奏）のサービス管理責

任者。 

o 黒木和宏：グループホームのサービス管理責任者。 

o 佐島由香理：白浜学園のサービス管理責任者。 

 

 

 



協議・確認事項 

 

(1)法人内事業所の現状報告 

• 白浜学園 

o 生活介護の定員を 60名に変更（現在 58名利用）。 

o 施設入所支援事業の定員は 50名。6月 1日から 1名がグループ

ホームへ移行するため、定員を 40名に変更検討中。 

• もくせい園 

o 児童発達支援センター。定員を 20名から 12名に減員（現在 16

名登録）。 

• 白浜ホーム（グループホーム） 

o 全 11か所、定員 50名。 

o 入居者の平均年齢は 55.6歳、世話人の平均年齢は 69.5歳と高

齢化が進行中。 

o 1名が一人暮らしを実現。6月 1日に白浜学園から 1名入居予定

で、その後は 2部屋が空きとなる。 

o 高齢者施設への入居を待っている希望者が 3名いる。 

(2)地域連携推進会議の内容確認 

• 会議の目的: 事業所と地域の連携強化、施設や利用者への理解促進、

サービスの透明性確保、利用者の権利擁護。 

• 委員の役割: 会議での情報共有・意見交換、年 1回以上の施設訪問・

見学。 

• 施設訪問時の確認ポイント: 施設環境、利用者の様子（服装、表情）、

職員の態度（尊厳を持った接し方か）などを確認し、直接ヒアリング

を行う。 

昨年度の施設見学に関する意見 

• 十屋委員からの感想: 利用者との接し方の難しさや、部屋の整理整頓

の個人差が印象に残った。プライバシーに配慮しつつ、地域へどう情

報を伝えるか悩んだ。 

• 施設側からの状況説明: コロナ禍で地域交流が減少。利用者の高齢化

もありコミュニケーションが難しい場合がある。同性介助を基本方針

としている。外部からの見学は利用者にとって良い刺激になる。 

グループホーム運営と地域との関わり 

• 法的トラブル対応: 過去に元入居者が窃盗で逮捕された事例を共有。

職員が面会や裁判傍聴、身元引受先確保などに対応し、現在は当人が

真面目に就労している。支援と他の入居者・地域への配慮の両立が必

要。 



• 安全・プライバシーと地域理解: 女性専用ホームへの不審電話の懸念

や、入居者の事情による表札の未掲示といった課題がある。一方で、

ゴミ置き場の調整や物件貸借時の信頼関係構築など、地域との個別調

整で解決した事例ある。 

• 近隣住民からの苦情対応: 「見られて怖い」との苦情に対し窓の目張

りで対応するなど、物理的対策を実施。善意が逆効果になるケースも

あり、受け止めの多様性がある。職員が緩衝役となり穏便な解決を図

ることも大切である。 

• 地域連携活動: 新規ホーム開設時の区長への挨拶や、地区の避難訓練

への参加を通じて、地域の理解促進と連携強化を図っている。 

メンバーの人権に関する課題 

• 過去に施設として入居者同士の結婚を後押しできなかったことが心残

りとして共有された。妊娠・子育てを含む支援体制や資源の不足が課

題。現在は平均年齢が上がり結婚支援の難易度は高いが、交際中のカ

ップルは数組いる。恋愛・結婚を含む人権配慮には、体制整備と方針

明確化が必要。 

(3)今後の施設見学の予定 

• 令和 8年度の事業所見学の日程調整を行う。 

• 入所施設およびケアホーム見学日程（候補）: 

o 7月 14日（火）10:00〜 

o 7月 23日（木）10:00〜 

o 7月 28日（火）10:00〜 

• グループホーム見学: 昨年度同様、3名ずつのグループで 3か所程度

を見学。利用者がいる夕方（16:30〜17:30）に実施予定。 

• 日程調整: 配布された「日程調整書」に記入し、6月末までに返送を

お願いしたい。 

(4)その他 

 ・特になし 


